
 

令和４年５月 20 日 

海 上 保 安 庁 

  

巡視船みずほによる官民連携海賊対処訓練について 

～官民一体で海賊対策を強化～ 

 

 

 

 

 

 

 

1 訓練日時・場所 

  令和４年５月 13 日（金）1300～1410(日本時間) 

伊勢湾南方海域及び各参加機関オペレーション・ルーム等 

 

２ 訓練参加機関等 

 海上保安庁 

 巡視船「みずほ」（名古屋海上保安部所属） 

 国土交通省海事局 

株式会社商船三井 

  エム・オー・エル・エルエヌジー輸送株式会社（株式会社商船三井グループ 船舶 

管理会社） 

  ＬＮＧタンカー「LNG MARS」（運航：株式会社商船三井、共有船主：大阪ガスイン

ターナショナルトランスポート株式会社、株式会社商船三井） 

 ReCAAP-ISC（アジア海賊対策地域協力協定情報共有センター) 

 

３ 訓練概要 

航行中のＬＮＧタンカー「LNG MARS」から、海賊と思われる不審な船舶（以下、 

「海賊船」）に追跡、接近を受けている旨の通報が海上保安庁に入電。 

海上保安庁から訓練参加機関等に対し、関連情報の伝達・共有を実施。 

「LNG MARS」が回避操船等の海賊侵入防止措置を実施(＊)したことにより、 

その後、海賊船は退散したものの海上保安庁に対し船上確認を要請。 

海上保安庁は、付近海域航行中の巡視船「みずほ」に現場海域への急行を指示。 

その後、巡視船「みずほ」及び同船搭載機による安全を確認(＊)。 

※ (＊)部は訓練想定に沿って手続きのみ実施。 

 

海上保安庁では、令和４年５月１３日（金）、伊勢湾南方海域において、巡視船「み

ずほ」と株式会社商船三井が運航管理するＬＮＧタンカー「LNG MARS」との間にお

いて、海賊船から追跡・接近等を受けた場合を想定した実働訓練を実施しました。 

また、本実働訓練にあわせ、海上保安庁、国土交通省海事局、ReCAAP-ISC（ア

ジア海賊対策地域協力協定情報共有センター)との間で、海賊発生情報等の情報伝

達訓練を実施しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練中の「LNG MARS」と「みずほ」  名古屋海上保安部巡視船「みずほ」提供 

訓練中の「LNG MARS」と「みずほ」  株式会社商船三井提供 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練中の「LNG MARS」と「みずほ」  名古屋海上保安部巡視船「みずほ」提供 


